
京都府の肝炎対策の取組実績について

資料１



京都府保健医療計画
肝炎対策の実施・進捗状況

【取組概要】

〇令和６年３月に保健医療計画（令和６年度から令和１１年度）を策定

〇評価にはロジックモデルツールを活用
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成果指標（ロジックモデル）について

・新規登録数：753件（前年比88件減）

・罹患率は男女とも80-84歳で最も高く、75歳以上の割合が60％

・全がんの部位別における肝がんの罹患割合は、男性4.5％、女性2.6％

項番

目標値 基準値 現状値 評価

指標 肝がんの年齢調整罹患率（人口10万対） R7:減少 R1：12.2 R2：11.3

分野アウトカム

A1

肝炎から肝硬変又は肝がんへの移行者を減らす
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項番

目標値 基準値 現状値 進捗度 評価

指標 啓発資材配布新規申込件数 R11：50件 R4：30件 R5：44件 70%

B1

予防するための取組

中間アウトカム

項番

目標値 基準値 現状値 進捗度 評価

指標 肝炎ウイルス検査数 R10：14,000件 R3：10,842件 R4:9,522件 0%

肝炎医療費助成の実施及び情報提供
（肝炎医療費受給者証交付件数）

中間アウトカム

個別施策の目標値を参考に総合的に評価

B2

肝炎ウイルス検査の早期受検と速やかな治療

項番

目標値 基準値 現状値 進捗度 評価

指標 肝炎コーディネーターの養成者数 R11:500人 R4:251人 R6:453人 81%

人権尊重 随時実施

中間アウトカム

B3

肝炎に関する知識の普及啓発と肝炎患者等の人権尊重
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項番

目標値 基準値 現状値 進捗度 評価

指標 肝疾患相談センターの相談件数 R11:100件 R4:54件 R5:63件 20%

中間アウトカム

B4

関係者が一体となった総合的な取組を推進

項番

目標値 基準値 現状値 進捗度 評価

ウイルス性肝炎の感染経路や、非ウイルス性肝炎の原
因等についての正しい知識の普及啓発

医療器具の消毒や滅菌等の感染防止策を徹底

指標
乳児期Ｂ型肝炎ワクチン定期接種の確実な実施のため
に、陽性者を把握する市町村数（妊婦健康診査におけ
る肝炎ウイルス検査陽性者の把握体制）

R10：増加 R3:16市町村 R5:17市町村 ー

C1

肝炎の予防

個別施策
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指標１．令和６年中は、京都市１件増、福知山市１件増、舞鶴市１件減

項番

目標値 基準値 現状値 進捗度 評価

指標 無料肝炎ウイルス検査実施医療機関数 R11：200施設 R4：108施設 R6:110施設 2%

指標 検査の重要性について周知 R10:全市町村 R3:24市町村 R5:24市町村 0%

指標
受検しやすい体制の整備
（利便性を高める取組）

R10:全市町村 R3:22市町村 R5:23市町村 25%

指標
受診勧奨体制を整備し、受療及びフォローアップを推
進

R10:全市町村 R3:23市町村 R5:24市町村 33%

個別施策

検査実施体制

C2
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項番

目標値 基準値 現状値 進捗度 評価

指標 肝疾患専門医療機関数 R11：250施設 R4：220施設 R6:222施設 7%

指標
適切な治療を継続して受けられるよう、医療体制の整
備を支援（北部地域の肝疾患専門医療機関数（再
掲））

R11：増加 R4：28施設 R6:28施設 ー

指標
適切な受診を促す体制の整備を推進
（重症化予防検査費用助成件数）

R11：100件 R4：57件 R5:42件 0%

個別施策

医療提供体制

C3

C3指標１．令和６年中は、京都市２件増、１件減

項番

目標値 基準値 現状値 進捗度 評価

肝炎に関する基礎的な知識の普及啓発や受検者の相談
に対応できる人材(肝炎コーディネーター)の活動支援

指標
肝炎医療に関する最新の知見を医療関係者に周知
（肝疾患相談センターの医療機関向け研修会実施件
数）

R11：増加 R4：24回 R5:19回 ー

個別施策

C4

啓発及び医療に関する人材
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肝炎コーディネーター通信

【取組概要】

〇令和６年度は、年２回発行（４月、１０月）

〇肝炎コーディネーターの活動を支援するために、コーディネーターのインタ
ビュー記事を掲載して事例を共有
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京都府保健医療計画における成果指標（ロジックモデル）の
進捗状況について

【論点】現時点での成果を踏まえて

〇新計画の進捗、成果指標の数値を見てどのような対策が考えられるか。

〇成果指標の見直し等は必要か。
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資料（参考）
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令和７年度肝炎対策実施計画について

資料２



肝炎コーディネーター養成・活動状況

1



令和６年度 肝炎コーディネーター
活動状況報告書（医療・啓発担当）

調査期間 R6.12～R7.2

集計対象：京都府肝炎コーディネーター

令和5年度までの認定者 223名中（令和6年10月29日時点）

（医療担当）144名 （啓発担当）79名

回答者（令和6年１２月時点集計）

（医療担当） 32名 （啓発担当）15名
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活動した

60%

活動していない
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１．肝炎コーディネーター活動状況（医療担当）

18件
12件

肝炎の検査や治療に関する情報提供及び相談助言
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医療安全・院内感染対策に関する情報提供及び相談助言

活動した 13件
活動していない 17件
無回答 2件
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肝炎の検査や治療に関する情報提供及び相談助言

活動した

73%

活動していない

27%
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１．肝炎コーディネーター活動状況（啓発担当）
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３ 肝炎コーディネーターとして今後やってみたいこと

・大規模開催は難しいですが、地域の方に少しずつでも啓発活動をしていきたいと考えて
おり、院内で定期的にイベント等を開催したいと考えています。

・節目の年齢の方に、健診や人間ドックと同時に受検するよう啓発する

・肝炎の情報提供コーナーを職場に作りたいと思います。

・啓蒙活動のイベントなどに参加してみたい。 学生実習で活動を紹介したいです。

・イベントの継続や肝炎教室、市民公開講座など

・患者会など予防の大切さを伝える会
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肝ＣＯ数　※1 肝臓専門医数　※2 県人口　※3 肝ＣＯ／人口比率 順位 肝臓医／人口比率 順位 養成研修 フォローアップ

1 北海道 752 349 5,224,614 0.0144% 41位 0.0067% 24位 1回／年　集合 1回／年　Web

2 青森 189 36 1,237,984 0.0153% 38位 0.0029% 45位 2回／年　Web 2回／年　Web

3 岩手 334 59 1,210,534 0.0276% 26位 0.0049% 35位 1回／年　Web 1回／年　Web

4 宮城 366 90 2,301,996 0.0159% 37位 0.0039% 43位 1回／年　集合 1回／年　Web

5 秋田 354 48 959,502 0.0369% 19位 0.0050% 33位 1回／年　Web 1回／年　Web

6 山形 179 42 1,068,027 0.0168% 34位 0.0039% 42位 1回／年　集合 1回／年　集合

7 福島 490 78 1,833,152 0.0267% 27位 0.0043% 39位 1回／年　Web・集合 1回／年　Web

8 茨城 1,199 143 2,867,009 0.0418% 15位 0.0050% 34位 1回／年　Web 1回／年　集合

9 栃木 1,001 128 1,933,146 0.0518% 8位 0.0066% 26位 1回／年　集合 1回／年　集合

10 群馬 1,287 88 1,939,110 0.0664% 5位 0.0045% 36位 1回／年　Web 1回／年　Web

11 埼玉 926 314 7,344,765 0.0126% 43位 0.0043% 38位 1回／年　集合 1回／年　集合

12 千葉 1,174 337 6,284,480 0.0187% 33位 0.0054% 29位 1回／年　Zoom・集合 1回／年　Web

13 東京 1,042 1,190 14,047,594 0.0074% 47位 0.0085% 8位 1回／年　Web 1回／年　Web

14 神奈川 833 482 9,237,337 0.0090% 46位 0.0052% 31位 4回／年　Web 1回／年　Zoom

15 新潟 1,043 130 2,201,272 0.0474% 12位 0.0059% 28位 2回／年　Web

16 富山 381 70 1,034,814 0.0368% 20位 0.0068% 23位 1回／年　集合 1回／年　集合

17 石川 426 133 1,132,526 0.0376% 18位 0.0117% 2位 1回／年　Zoom・Web 1回／年　Zoom・Web

18 福井 177 61 766,863 0.0231% 30位 0.0080% 11位 1回／年　集合 1回／年　集合

19 山梨 604 57 809,974 0.0746% 3位 0.0070% 20位 1回／年　Web

20 長野 244 87 2,048,011 0.0119% 44位 0.0042% 40位 1回／年　Web 1回／年　Web

21 岐阜 293 141 1,978,742 0.0148% 40位 0.0071% 19位 1回／年　Web 1回／年　Web

22 静岡 510 158 3,633,202 0.0140% 42位 0.0043% 37位 1回／年 1回／年

23 愛知 1,127 390 7,542,415 0.0149% 39位 0.0052% 32位 1回／年　Web

24 三重 374 121 1,770,254 0.0211% 32位 0.0068% 22位 1回／年　Web 1回／年　Zoom

25 滋賀 413 60 1,413,610 0.0292% 23位 0.0042% 41位 1回／年　Zoom 1回／年　Zoom

26 京都 251 194 2,578,087 0.0097% 45位 0.0075% 15位 1回／年　Web

27 大阪 3,417 773 8,837,685 0.0387% 17位 0.0087% 7位 1回／年　Web 1回／年　Web

28 兵庫 1,297 399 5,465,002 0.0237% 28位 0.0073% 18位 2回／年　Web 2回／年　Web

29 奈良 402 130 1,324,473 0.0304% 22位 0.0098% 3位 1回／年　集合 1回／年　集合･Web

30 和歌山 256 76 922,584 0.0277% 25位 0.0082% 10位 1回／年　Zoom・Web 1回／年　集合

31 鳥取 225 51 553,407 0.0407% 16位 0.0092% 6位 1回／年　集合 1回／年　集合

32 島根 337 63 671,126 0.0502% 10位 0.0094% 4位 1回／年　Web 1回／年　Web

33 岡山 448 130 1,888,432 0.0237% 29位 0.0069% 21位 1回／年　集合 1回／年　集合

34 広島 1,720 207 2,799,702 0.0614% 7位 0.0074% 16位 1回／年　Web 1回／年　Web

35 山口 825 99 1,342,059 0.0615% 6位 0.0074% 17位 1回／年　Web 1回／年　Web

36 徳島 585 56 719,559 0.0813% 2位 0.0078% 12位 2回／年　集合 1回／年　集合

37 香川 403 72 950,244 0.0424% 13位 0.0076% 14位 1回／年　Zoom・Web 1回／年　Zoom・Web

38 愛媛 664 175 1,334,841 0.0497% 11位 0.0131% 1位 1回／年　Zoom・Web 1回／年　Zoom・Web

39 高知 351 42 691,527 0.0508% 9位 0.0061% 27位 1回／年　集合 1回／年　集合

40 福岡 1,728 482 5,135,214 0.0337% 21位 0.0094% 5位 1回／年　集合 1回／年　集合

41 佐賀 2,031 63 811,442 0.2503% 1位 0.0078% 13位 1回／年　Web 1回／年　Web

42 長崎 296 29 1,312,317 0.0226% 31位 0.0022% 47位 1回／年　Zoom・集合

43 熊本 483 144 1,738,301 0.0278% 24位 0.0083% 9位 1回／年　集合 1回／年　集合

44 大分 475 75 1,123,852 0.0423% 14位 0.0067% 25位 1回／年　Zoom・集合 1回／年　Zoom・集合

45 宮崎 736 31 1,069,576 0.0688% 4位 0.0029% 46位 1回／年　Web 1回／年　Web

46 鹿児島 265 85 1,588,256 0.0167% 35位 0.0054% 30位 1回／年　Zoom・集合 1回／年　Zoom・集合

47 沖縄 241 44 1,467,480 0.0164% 36位 0.0030% 44位 2回／年　Web

全国計 33,154 8,212 126,146,099 0.0263% 0.0065%

※１厚労省（～R4） ※2　肝臓学会（R6） ※3　国勢調査（R2）

肝炎コーディネーター調査報告（令和6年12月25日調査）
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肝がん・重度肝硬変医療に対する
医療費助成の申請について
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2021年4月1日

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業について

厚生労働省 健康・生活衛生局

がん・疾病対策課 肝炎対策推進室

第３３回 肝炎対策推進協議会

令和６年１０月１１日 資料４－１
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肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の認定、助成実績

※新規認定件数：本事業の対象になる患者として新規に認定を受けた件数。認定患者には参加者証が交付される。有効期間は原則１年。

※助成件数：参加者証を交付された患者が、当該月に対象医療を受け、自己負担額が高額療養費限度額を超えて本事業による助成を受けた延べ件数。

※Ｈ30年度は、H30年12月（事業開始）からH31年３月までの実績。

※実績値は変動する可能性がある。

・入院の助成実績については、支払機関から都道府県に報告される実績をもとにしており、支払機関での医療費の審査状況により追加報告が生じる。

・外来の助成実績については、患者から都道府県への償還請求の時期や都道府県での支払審査の状況により追加報告が生じる。

○ 令和４年度と比較して、令和５年度の助成件数は増加

○ 令和４年度、令和５年度の助成件数のうち、約半数以上は外来医療への助成

（件）

1

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

年度 年度 年度 年度 年度 Ｒ５計 ４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

新規認定 88 378 232 848 566 553 51 40 48 42 48 47 42 52 38 59 39 47

認定更新 0 48 107 145 503 537 25 53 46 66 57 57 36 49 36 42 31 39

助成件数 170 859 971 3,366 4,241 4,406 349 356 383 404 404 390 394 360 356 336 331 343

1,778 2,521 2,546 190 209 215 235 228 223 231 215 219 200 186 195

年月

Ｒ５年度

うち外来の助成件数
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都道府県別の肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の助成件数
（令和５年度）

※都道府県からの実績報告を基に、令和６年９月１日現在で集計。患者から都道府県への償還請求の時期等により実績値は変動する可能性がある。

令和５年度

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業による延べ助成件数（件） ４,４０６
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令和５年度肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の助成件数（R6.9.1現在）
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【論点１】肝炎コーディネーターの活動の更なる推進について

〇多くの都道府県でフォローアップ研修を実施していることから、肝炎コーディネー
ター研修の再受講を更新要件に加えてはどうか。（研修内容・開催数の見直し）

〇肝炎コーディネーター通信により、活動の好事例の共有を今後も継続してはどう
か。

〇肝炎コーディネーター通信の見直し等は必要か。

【論点２】肝がん・重度肝硬変医療に対する医療費助成について

〇本制度の更なる周知のため、国作成チラシを肝炎コーディネーターに提供し、
認定者を介した配布を行ってはどうか。（府から依頼文を送付）

〇肝炎コーディネーターと連携して制度の周知を図るためには、どういった施
策が考えられるか。

本日ご議論をいただきたい事項

15



資料（参考）
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※認定年度が異なるのは年度末の受講の為

年度 認定年度 研修会 日時 養成対象
参加者
（名）

認定者
（名）

有効
（名）

休止
（名）

失効
（名）

Ｈ30 Ｒ１※ 肝炎コーディネーター養成の為のモデル研修会 H31.3.9(土)16:00～18:30 薬剤師 18 13 7 0 6

Ｒ１ Ｒ１ 令和元年度肝炎コーディネーター養成研修
①R元.6.24(月)13:00～15:50
②R元.6.28(金)13:00～15:50

行政職員、肝疾患相談センター職員 37 30 4 0 26

Ｒ１ Ｒ１ 令和元年度肝炎コーディネーター養成研修 R2.1.26(日)14:00～17:00 看護師 90 85 36 3 46

Ｒ２ Ｒ２ 令和２年度肝炎コーディネーター養成研修 R3.1.15（金） 行政職員、肝疾患相談センター職員 37 35 8 3 24

Ｒ３ Ｒ４※ 令和３年度肝炎コーディネーター養成研修
R4.3.8（火）～R4.4.15（金）
オンライン・オンデマンド配信

行政職員肝疾患相談センター職員 22 20 16 4 0

Ｒ３ Ｒ４※ 令和３年度肝炎コーディネーター養成研修 R4.5.23 集合開催（舞鶴のみ在宅受講） 患者支援団体 8 8 8 0 0

Ｒ３ Ｒ４※ 令和３年度肝炎コーディネーター養成研修
R4.3.14（月）～R4.4.24（日）
オンライン・オンデマンド配信

看護師 39 28 22 3 3

Ｒ４ Ｒ４ 令和４年度肝炎コーディネーター養成研修
R4.5.28（土）～R4.7.3（日）
オンライン・オンデマンド配信

薬剤師 32 32 29 0 3

Ｒ５ Ｒ５ 令和５年度肝炎コーディネーター養成研修
R5.10.10(火)～R5.11.7（火）
フルオンライン配信 【第１期】

医師・薬剤師・看護師・肝炎患者及び家族
自治会・自治体職員 

59 52 52 0 0

Ｒ５ Ｒ５ 令和５年度肝炎コーディネーター養成研修
R5.11.10(金)～R5.12.7（木）
フルオンライン配信 【第２期】

歯科医師・栄養士・医療事務、産業保健師  33 32 32 0 0

Ｒ５ Ｒ６※ 令和５年度肝炎コーディネーター養成研修
R5.12.10(日)～R6.1.31（水）
フルオンライン配信【第３期：追加開催 】

医師・歯科医師・薬剤師・産業保健師・看護師
栄養士・医療事務・患者及び家族・自治会・自治体職員  121 106 106 0 0

Ｒ５ Ｒ６※ 令和５年度肝炎コーディネーター養成研修
【第１～３期】未申請の合格者
再周知23名（1期7名、2期1名、3期15名）

医師・歯科医師・薬剤師・産業保健師・看護師
栄養士・医療事務・患者及び家族・自治会・自治体職員  12 11 0 1

Ｒ６ Ｒ７ 令和６年度肝炎コーディネーター養成研修
医師・歯科医師・薬剤師・産業保健師・看護師
栄養士・医療事務・患者及び家族・自治会・自治体職員 

計 496 453 331 13 109

 オンライン・オンデマンド配信：YOUTUBEのオンデマンド配信を使用していたが、申請用紙の送付や申請書などは郵便

 【第1期】既認定職種

 受講生側は全てオンラインで完結

 【第２期】R5.8.7肝炎コーディネーター要領改正による新規職種

 受講生側は全てオンラインで完結

 3期制を設けた理由

→第１，２期で一連のながれを完了させることによる口コミ効果を拾い上げるため

 R5第１，２期の周知により、施設・部署単位での受講希望があったため、第3期を追加開催。

 第１、２期の申込者数が多く、受講機会を逃した者をなどからさらなる認定者数の増が見込まれるため

 フルオンライン化により、合格者側においてメールの確認漏れが生じている可能性があり、再周知を実施→再周知による未申請合格者の拾い上げを目的とする

京都府側は、認定書及びネームカードの送付のみ郵送であり、そのほかはオンラインで実施（R5.8.７の肝炎コーディネーター要領改正に合わせて、押印、署名廃止）

京都府側は、認定書及びネームカードの送付のみ郵送であり、そのほかはオンラインで実施（R5.8.７の肝炎コーディネーター要領改正に合わせて、押印、署名廃止）

京都府肝炎コーディネーター養成状況
2024/12/27現在
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川原委員提出資料 

発言要約 

 

 

・京都府肝炎対策協議会に患者委員として私が参加できる根拠 

 

 

・肝がん・重度肝硬変助成制度について 

  ・制度設定過程における患者会の要望状況と予算制度 

  ・京都府の実施状況 

  ・制度運営がある程度進んでいる事例 

 

 

・京都府での「知って肝炎プロジェクト」の取組について 

 

 

・京都府の肝炎対策の見える化について 

  ・見える化の実施要望 

  ・他府県の事例 

  ・肝炎対策基本指針の京都府肝炎対策への適用状況について 

 

 

・肝炎コーディネーターの歯科・眼科及び府下自治体での設置について 

 

 

・京都府の優れた点のＰＲについて 

 

 

・ＳＤＧｓでの肝炎にたいする考え方と本委員会への期待について 


